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研究概要
日本チーム

集積回路に光技術を導入し、1 Grad(10 MGy)のトータルドーズ耐性を実
現する耐放射線光電子プロセッサ、既存の集積回路のみで400 Mrad(4 MGy)
のトータルドーズ耐性を実現する耐放射線プロセッサ、耐放射線メモリ、そ
して、それらに必要となる耐放射線電源ユニットの4つを開発し、イギリス
側の耐放射線ロボット向け組み込みシステムを実現する。
イギリスチーム

放射線の種類、強度、座標を正確に特定可能なロボットを開発する。マ
ンチェスター大学は耐放射線LiDARと耐放射線ロボットを開発し、ランカス
ター大学はそのロボットに実装する放射線の種類、強度を特定できるセン
サー類を開発していく。



研究成果の１Ｆ適用、社化実装について

 廃炉以外の社会実装
 高線量の炉内に持ち込める検査ロボット、計測ロボットの実現

• 耐放射線２足歩行ロボット、耐放射線ドローン、耐放射線ＡＩ（ロボットの自動
化）

 壊れない集積回路技術であることから、放射線環境外でも有効
• 例えば、人命を取り扱う自動車、飛行機等への適用

 背景（１Ｆ：水棺にできないサイトの廃炉作業を想定）
 最も高い放射線源となっているデブリから順に取り出し、後になればなるほど、線

量の低い作業となるような廃炉作業を計画
 この実現のためには、放射線の強さ、線種、位置を正確に特定する「放射線マッ

プ」が必用
 この「放射線マップ」は廃炉作業の前に作る必要があることから、最も放射線の高

いレベルで作業が行えるロボット、もしくは計測システムが必要になる

 当研究の１Ｆへの成果：「放射線マップ」を作る
ための基盤システム
 耐放射線LiDAR、耐放射線中性子／γ線セン

サー、耐放射線組み込みシステムを持つ
• 耐放射線ロボットの実現
• 計測システムの実現

耐放射線光電子プロセッサ


